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・ 10月のユーロ圏の銀行貸出調査（調査時期は9/25～10/10）では、過去3ヶ月の融資基準を「厳格化」

したとの回答割合が「緩和」を上回ったが、ネットで「厳格化」した割合は前回：＋6.6→今回：＋

4.6に縮小（左図）。今後3ヶ月の融資基準は、2009年10月以来で初めて「緩和」の回答が上回った。 

・ 企業規模別の内訳（以下は何れも今後3ヶ月）は、中小企業向け（＋0.1→▲2.6）、大企業向け（＋

4.2→▲0.6）が何れも緩和超に転じた。融資期間別には、短期融資（＋0.2→▲6.1）が緩和超に、長

期融資（＋5.8→＋0.4）が厳格化の割合が縮小。家計向けの融資基準は、住宅ローン（＋4.4→▲

0.5）、その他家計向け（＋0.2→▲1.6）が何れも2010年以来となる緩和超に転じた。 

・ 過去3ヶ月の資金需要は、中小/大企業、短期/長期融資が押しなべて減少割合が縮小、家計向けは住宅

/その他ともに増加超に転じた（右図）。今後3ヶ月は、企業向けが増加超に、家計向けが増勢加速。 

・ 足許の銀行貸出の抑制要因となっている融資基準と資金需要が先行きはいずれも改善傾向にあること

を確認。中小企業を含め企業や家計の資金調達環境の悪化に歯止めが掛かっている。ただ、国別には

ドイツの融資基準が緩和超に転じる一方、イタリアで厳格化が続くなど、引き続き跛行色が目立つ。

ＬＴＲＯ再実施を判断する決め手とはならず、ＥＣＢはひとまず様子見姿勢を続ける公算。 

■ユーロ圏：銀行の融資基準 ■ユーロ圏：銀行の資金需要

出所：欧州中央銀行 出所：欧州中央銀行
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■ユーロ圏の銀行貸出調査

2011 2012 2013
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

融資基準 企業全体 過去3ヶ月 4 2 16 35 9 10 15 13 7 7 5

今後3ヶ月 3 7 22 25 2 10 13 15 7 1 -5
中小企業 過去3ヶ月 2 4 14 28 1 6 11 12 7 5 3
大企業 過去3ヶ月 6 3 19 44 17 16 17 15 4 3 5
住宅ローン 過去3ヶ月 12 9 18 29 17 13 13 18 14 7 3

資金需要 企業全体 過去3ヶ月 19 4 -8 -5 -30 -25 -28 -26 -24 -18 -12
今後3ヶ月 26 8 -19 -21 7 -8 -10 -11 -4 -1 2

注：融資基準は「厳格化」－「緩和」と回答した割合の差。資金需要は「増加」－「減少」の差。
出所：欧州中央銀行  


